
　ＪＡ兵庫みらいでは、行政機関と連携して地域の人々
が安心して暮らせるように、職員による「みらいみまもり
隊」「高齢者みまもり隊」を結成し、子どもやお年寄りを
対象とした見守り活動を行っている。
　「みらいみまもり隊」では、子どもたちへの見守り活動
として、小学生が登下校する時間帯に支店近くの横断
歩道で安全確保をしながら声掛けをする旗振り運動を
行っている。地域の自治体ボランティアや小学校の教員
らと共に、現在、３つの支店で職員が交替で活動してい
る。道路での危険から子どもを守ることはもちろん、地域
の人と気軽に声を掛け合える関係をつくり、事件が起こ
るのを未然に防ぐことも目的だ。活動中は、みまもり隊ら
と小学生が互いに笑顔で気持ちのいいあいさつを交わ
す。また、ＪＡ全体の取り組みとして、公用車に「みまもり
実施中」のステッカーを貼って、地域ぐるみで防犯意識

を高めている。
　一方、「高齢者みまもり隊」は、主に一人暮らしのお年
寄りを見守る活動を行っている。この活動は、ＪＡ職員が
渉外活動で地域住民宅へ訪問することを生かして、加
西市、小野市、三木市との協定に基づき、訪問宅の様子
や会話等を通じて異常がないかを観察し、もし異変があ
れば行政機関へ連絡する仕組みとなっている。
　また、職員が万が一の事態に対応できるよう、職員研
修として年に一度、市民救命士養成講習会を開催して
いる。各部門の職員や新入職員が参加し、市の消防職
員を講師として救命のための技術を実践的に学び、職
員の「何かあったら自分が助ける」という意識を醸成して
いる。
　地域に根差した協同組合として、見守り活動を通じた
地域貢献活動を今後も継続していく。

地域を走る「みまもり実施中」ステッカーの公用車地域を走る「みまもり実施中」ステッカーの公用車 市民救命士養成講習会で万が一の対処を学ぶ市民救命士養成講習会で万が一の対処を学ぶ

SDGs（エスディージーズ）とは
「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称。貧困に終止符を打ち、
地球を保護し、全ての人が平和と豊かさを享受できるようにすることを目指して、2015年、国連で
採択された。「17の目標」と「169のターゲット」で構成されており、実現のために、先進国、途上
国、政府、企業など、全ての関係者による連携した行動が求められている。

子どもやお年寄りへの見守り活動による
地域貢献活動
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大会決議実践REPORT
～持続可能な農業と地域社会のために～

＼今月は／

ＪＡ兵庫みらい

第34回兵庫県ＪＡ大会（平成30年11月）では「新時代をひらく協同」をメインテーマとして、
ＪＡグループ兵庫が今後取り組むべき事項を決議しました。

地域の実態に応じてこの大会決議を実践するＪＡの取り組みを、ＳＤＧｓを交えて紹介します。

昭和24年4月7日　第三種郵便物承認　令和元年11月1日発行（毎月1回1日発行）通巻1357号

詳細は裏表紙へ

大会決議実践REPORT

ＪＡ兵庫みらいは、子どもやお年寄り
が安心して暮らせる地域づくりに貢献
するため、見守り活動を行っています。
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